
※ 適合審査は

浄化槽の大臣認定構造に

適合していることの審査です

適合審査申込

適合審査（適合審査委員会）
適合

適合証の発行

設置届け

基本設計

処理方式の決定

実施設計

　適合審査　業務
　　・設計計算書の確認

　　・設計図面の確認

　　（打合せ３～４回）

※

処 理 対 象 人 口 と 処 理 槽 の 構 成 

ＪＡＲＵＳ‐Ⅲ９６型の処理対象人口は 101 人から 2,000 人までですが、処理槽の構成は人口規模に応じ次

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ Ａ Ｒ Ｕ Ｓ 型 施 設 の 利 点 と 設 計 の 進 め 方 

■ＪＡＲＵＳ型施設による４つの利点！      ■ＪＡＲＵＳ型施設に係る設計の進め方 
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一般社団法人 地域環境資源センター 
 

処理対
象人口
101人～

1,000人
801人～

2,000人

沈殿槽
嫌気性
ろ床槽

３室直列

３室直列

処理対象人口（人）

２系列 ２室直列 ホッパー型

　100　　　　 800　1,000　　　　　　　　　　　　2,000

１系列 ２室直列 ホッパー型

系列
接触

ばっ気槽

１ 多様な処理システムを開発しています。 
・各種の処理方式の中から地域特性に見合った処理方式が選択で

きます。 

 

２ 設計指針の整備により合理的な設計を行います。 
・設計指針の整備により、施設設計の簡素化や合理化が図れます。 

 

３ 高い維持管理性を確保したものです。 
・設備や単位装置の基準化により、維持管理業務の標準化を通じ

て高い維持管理性を確保します。 

・維持管理マニュアルを整備し、適正な維持管理が図れます。 

 

４ 工事発注等に際し、公平性を確保します。 
・ＪＡＲＵＳ型施設は、設計者及び施工者を特定していません。 

・施設に用いる機器類は、汎用品の採用に努めています。 

・使用する主要機器は、汎用化した図面等によるものとし、設計

者及び施工者等を制限しません。 

 

 

ＪＡＲＵＳ‐Ⅲ９６型 
 

ＪＡＲＵＳ型施設の手引 



 
 

Ｊ Ａ Ｒ Ｕ Ｓ ‐ Ⅲ９６ 型 の 特 徴               処 理 工 程 の 説 明 

 

 

 

 

 

 

処理対象人口 
計 画 処 理 水 質 （mg/Ｌ） 

ＢＯＤ ＳＳ 

101 人以上 

2,000 人以下 
20 以下 50 以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

処 理 方 式 と フ ロ － シ － ト  

 

■処理方式 流量調整、嫌気性ろ床及び接触ばっ気を組み合わせた方式 

 

■フローシート 

 

 

 

 

 

                                                ■ＪＡＲＵＳ‐Ⅲ９６型の平面形状（例） 

 

ＪＡＲＵＳ‐Ⅲ９ ６型とは………ちょっと大きめタイプの処理施設です。  

・処理対象人口１０１人以上に適用できるちょっと大

きめタイプの処理施設です。そのため嫌気性ろ床槽

と接触ばっ気槽を組み合わせた方式に、流量調整槽

を前置しています。 

・処理対象人口及び計画処理水質は次のとおりです。 

・建築基準法に基づき、屎尿浄化槽の構造基準の規定

と同等以上の性能を有する施設として国土交通大臣

の認定を取得しています。 

・流量調整槽を設けることにより、流入変動が吸収さ

れ、嫌気性ろ床槽へ定量移送できるので嫌気性ろ床

槽を小さくすることができます。 

 

・嫌気性ろ床槽で有機物の除去が行われるため接触ば

っ気槽への流入負荷が軽減され、接触ばっ気槽の容

量を小さくすることができます。 

 

・嫌気性ろ床槽に接触ばっ気槽の処理水を返送するこ

とにより窒素除去が期待できます。 

 

・汚泥の発生量が浮遊生物法による処理方式に比べて

少なく、また自動微細目スクリーン等の前処理設備

により汚泥への汚物等の混入が防止でき、汚泥の農

地還元が好都合となります。 

 

 
 

・汚水中の夾雑物等を除去し、原水ポンプの破損及び後段の処理槽等の機能低下

を防止します。 
 

・汚水中の土砂類を排除します。 

 
 

・汚水中の固形物等を破砕します。 
 

 

・流量調整槽へ汚水を移送します。ただし、流入管底が浅く自然流下により流量

調整槽に移送させることができる場合は不要となります。 
 

・汚水を一時貯留し、流量及び水質の変動を平準化して移送することにより、嫌

気性ろ床槽以降に対する負荷条件を均一化し、性能の安定を図ります。 
 

・汚水中の微細なし渣等を除去します。 
 

 

・槽内に接触材を充填し、そこに嫌気性微生物を付着させて嫌気性ろ床となりま

す。ろ床では嫌気性微生物により汚水が嫌気性処理されます。また、接触ばっ

気槽からの流出水を返送することにより窒素除去が期待できます。 

・槽内に接触材を充填するとともに、槽の底部に散気装置を設置して空気を供給

し、嫌気性ろ床槽からの流出水を接触材表面の生物膜と接触させ好気的な状態

で浄化します。 

・接触ばっ気槽から移流した生物膜等の SS を沈降させて固液分離を行い、清澄な

処理水を得ます。 
 

・塩素剤により、処理水の消毒を行います。 

 

 

 

・引抜汚泥を濃縮貯留します。なお、処理対象人口が 501 人以上の場合は、汚泥

濃縮槽または汚泥濃縮装置とすることもできます。 

 

・濃縮汚泥を搬出するまで貯留します。 

流 入 

 

自動荒目スクリーン 

 

ば っ 気 沈 砂 槽 

 

破 砕 機 

 

原 水 ポ ン プ 槽 

 

流 量 調 整 槽 

 

自動微細目スクリーン 

 

嫌 気 性 ろ 床 槽 

 

接 触 ば っ 気 槽 

 

沈 殿 槽 

 

消 毒 槽 

 

放 流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚 泥 濃 縮 貯 留 槽 

汚 泥 貯 留 槽 

 

流入

前処理室

消毒槽

放流

汚泥
貯留槽

汚泥
濃縮

貯留槽

接触

ばっ気槽

第２室

流量
調整槽

嫌気性ろ床槽
第３室

嫌気性ろ床槽
第１室

沈殿槽

嫌気性ろ床槽
第２室

接触
ばっ気槽

第１室

 


